








【続    括】

 母子保健法の改正に伴い,平成 9年度から母子保健事業の市町村への移管に伴う実施に際

し,そのマンパワーの一員である助産婦の効率的活用のあり方を明確にするために,  3 年

間にわたり以下の 1)～3)のリサーチクエッションを中心に検討した.更に 8 年度の研究成

果に基づいて必要になった 4)のリサーチクエッションを新たに加え,次の 4 つの課題につ

いて,本研究の協力者である産後のケアーワーカー,栄養士の領域からの研究者を得て,助

産婦との関わりについて研究を行った.

1.市町村で母子保健事業を行うに際して助産婦に対して住民は何を期待しているか

2.産後ケア,妊産婦ヘルパー派遣のニーズはあるか

3.病院で働く助産婦は退院後の産婦に対して何らかの支援ができないか

4.潜在助産婦の活用について調査

以下,  リサーチクエッションについて,  3 年間の取り組みをふまえ個々の研究結果につ

いて,その概要を記す.


